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　▲1177(安元3) ▲1220（承久2）

　　鹿ケ谷の陰謀 平康頼、死去75歳

　　平康頼、薩摩国鬼界ヶ島に流される

▲1178（承久2）

　　赦免され京へ

　　　▲1179（承久3）

帰洛後、平康頼は東山

双方寺の山荘に落ち着く。

▲1186（文治2）

　平家滅亡後、源頼朝により

　阿波国麻殖保の保司に

　任じられる（吾妻鏡）

■1178/12 ■1185/3 ■安徳天皇、28歳、天然痘で死去。菩提寺日輪寺（朝日寺の末寺）。

安徳天皇生誕 壇ノ浦の戦い。（源平の戦）

安徳入水自殺？（安徳天皇の遺骸と宝剣見つからず）→身代わり

■1180（承久4）

　4/22、２歳で即位

▲1195/6筑後三潴荘夜明村で生まれる

　父は平康頼？、母は藤吉種継の娘 ■1235-38

　（神子栄尊の父は、安徳天皇との伝説あり） 　　平戸から中国江南にわたり修行

▲1240、

肥前国万寿寺を開山（佐賀）

　　　　▲1243、

　　　　　豊前国円通寺を開創（宇佐市・宇佐宮そば）

　　　　　宇佐郡に臨済禅を初めて伝える。

　　　　　宇佐郡内に末寺７つ確認。

▲1245-46

筑後国朝日寺創建（久留米市大善寺）

　　　▲1249

　　　　肥前国報恩寺創建（佐賀県大町町）

平康頼平康頼平康頼平康頼　1146（久安2）？　〜　　1120（承久2）

安徳天皇安徳天皇安徳天皇安徳天皇

神子栄尊神子栄尊神子栄尊神子栄尊　1195〜1272　77歳

（生存説）

＊平康頼は赦免され京に戻る時（1178）に

藤吉種継宅に寄りその娘の間に神子栄尊

が生まれたとの伝説あるが時期がずれてい

る。

＊平康頼は当時50歳ぐらいであり、年が離

れすぎている。

＊藤吉種継は平清盛に信任深いこの地域

の領主、日宋貿易に関連、三池長者と呼ば


